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この百f「ー来の侮il喧iをあげ，仁／こいする，
~Iはやlf\J I ：の Fγ ンコ p 意.'1t~である！としているの




（と lhあ；T「p;fltこり，けな ~htこり L
I i 本で之のノ4コl\qν（~がfr;;! ）らたし、:t1 （ご，
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n. 1】 Eil＇.！＋〔 c1i'f・λ＇t.!1（可方的1Pt,1%f,;l) J3 ,t U、「ごE
（『 ［；J，＇.点の忠；!iU庁iU,z, :9JI,: ;:c /)i, ;I ;:4{♂）｜小子｝，P,日、
ふ ι…］ー
i概念、j というコトノ〈につし、てお1,: 





















殊と柿び，） Iぜ、た一般性である d という理解である 的~,e，，；，込→実践』になるのではなく， I実 践 切ι滋
(20～21,;-;), →実践Jである i iこのばあし、の r認識』はも t)
r 1里怠（g,.ini,in1」の解釈に関するかぎり，われ ろん，！邸宅的認ぷと理性的認識の｜可々をふくんで
われも新品説を支持できるのだが，問題ははたし いるJ (53ぺージ〉。
て「慨念lC l「，＇.；＿のであろろか n ここで、問題なのは「実践→認識→実践jの系列
たとえば「事物（sh,wu）」 i思想、（sixi足時）J「運動 と「感性的認識→理性的認識jの系列との相Jr；間
(y,mdc',ng)J t（ど毛沢東の使うほとんどすべてのコ 係であるが，新島がこの関係を論理的に説ヤてし、
トパが「事物（ジ7ツ）｜「思想（シソウ） ！運動（ウン るとはレえず， したがってその上山批判も説得力
ドケ）Iとし、う日本；；百とは違って！具体的な内容を を欠く。
もった， 普通的な観念jであるのではtn、か。 21 新島日く「毛沢東の弁証法の第 I 段階方~.. 人
ページにわたるこの主主ですf島はわずかに川氏合、j 間の社会的実践とし、う，具体的で普遍的な形態
（：.けを扱－－，ているにすぎないが、 もL 「E沢東の Ci 感性的認識j とレうのは， それ合心理の次元に総訳
l京文｜を問題にするのであればきわめて不十分で した名にすぎなLうであるj (53ぺーシ）。





第ゴ車 「:Jrn主」と I実験j ないのであって弔問題は少しも解決しない。この
新品はここで f二11年平の次の凶式全批判する。 点にflLする，われわれの理解は次のとおりである。
新島の引用した土山の同式は次のとおりはl～42〆こ 必，；誌を実践との関係でとんえれば，実践勺；，gJ紘
一ジ） →'Jミ践とたり‘ 二jl-/., ~；必i滋過程・必議運動のい .l)




E沢東 「lt1<;性的認識j F 「理’，，：泊認芯I」→「土
民」
ブログマ J子 fズムの認識過程 「知覚j ぅ！盟、








ノ、ースの治理学 Abduction ~H.ecluction• In- と'.J. K1 タiむの過程は， 事物の現象的・ 4 面的・
ductiりnC傍点部のRI土Dのミスイリ 矢吹） 外1nr't'1把握から， 事物の本長的・全面的・内面的





に問係；二 g・s i；.い（つまり，現金と本誠， 怯i(r-Jとうち
l目的、外部と内部，とし、う関係は格対的ts.関係にすぎな





るとすれば K,I tlfl!性的段階になり， K，が感性的 拠を失う。こういったからとて，われわれは毛沢
段階であらとすれば K:iは.l'!性的民附Eν うこと 東の認識論がプラグマテイズムのそれと［i］じだと
主張しているのではなし、。新島のあげたL、くつか
三て新μの議論に返わう｛〉新品；主毛沢東の認識 の点でi主両者を i:Z~lj しえなし、から，本質的な相累






i；山・ i仰］＇士lヘ理論・仮説を Tで表現すれば古iJ られるが， この問題についてここで立ち入..，た検
自はド ・T ト lペ後者は T ' ドタT＇となる。新 討を加える用意はないc
/,'j i t二二←戸i'一打ど後ニf；の士出土 ・Irイケ，， （／）人がv,I flt後にもう一一， ）。新島は毛沢東が社会的実践と
たと＇， ' :) iJヘ I》 歩 ・1‘ . , P' A γ 7ふるから、 ft., して， 生産闘争・階級闘争・科学実験の三つをあ
きヒく三 7 トリかうl己かケず τが7じかのぷ，i合左［iD仁 げたことにつし、て次の 2点から積極的に評価して
三とにな，）唱 士山仲イヤノレ論tJ,¥!¥l.'0；味であるづ いるがう これも納得的ではなし、。すなわt,
tir舟itヒt・. 「行動J と「実践！とのt】が＇ .に／》 (1) 科学の認識Ht:去を「弁証法的唯物論のなか
いて、 I 何々の命題の怜dtEなら『千i:fili.1 に上 v》て にがしく位j；，＇；づけた I(48ページ）とし、うがラし、か
完結寸るか， モ；）〈東（／）し、う人r:1,n認f設；土完結すぐ〉 ぷる立I¥Jミで.1：しく｛立置つけたよのかが説かれて
ことかt.:L、 (4~－＜－＞）とし、うが、後者方、完封i し
じ かいの生産・階級闘争 p >T→ P' (Pは実践，
t, ＇・、とすれば前者も 7士た完結し fぃ、ものとみなけ すは理論），科学実験T→ P→ T’なる廿イケル論
ればならぺ 1ぜ＇， 'U'＇実践 I：土『J町命Jtり設かだーと がその！な置づけのつもりかもしれなし、が，新島f:J
して、「「理論J では明らかでなか•）たことが， fjミ 身白覚してし、るごとく，毛沢東は「生産と階級関
山』で間人かになる I(42ベー〆）ともヤうが， i実 争の理論以外に科学なるものをみとめていない i
践で明んかになる jものは直t）；ニ埋論化しうるは のであって， 「科学実験j を「なにか実体的に考
寸三でふり町 二d〕意味、では（このレベルで、は）実践の え， 自然改造・社会改造にふくまれないべつの存
f凶立を論u正しえないc ｛本と考えることはできなL、j (46, 48ページ）ので
新品：t主た 7＇ラケ、マテイズムの場合は［伺々の ある。
人r:.1ロ）品］位、 [;iJi'.｝長の場合は「人間一般の認：i能j (2) 「科学者の活動を人間の社会的実践のなか
(4］，＜－：：.）を対象にする， と！えりりしてし、るが、ァo tこ正しく位置づけた I(48ページ）どし、うが、 毛沢





;':l;t.比午ljと；, ,:i、：、う tこ， 才》hる。
ペ ジ）コこういう議論のしかたを q1同のことわ iぎ
でじ 1 'i＼ト二あん.s1川工i凡人なり l とL、う。 けっき I
く料！.＂.） ,; )~c/iiiilh; t f人の仁うたこどド hおけ i iス卜く
！日：＼ ;,: i¥ i' i ; 段階論；と U'.\k；のふ巴，；ii~品 ／〈／ごしく点、いたが多 安；ょ‘理；命物別千：にJ5 :rふ
新j；；はここで武缶、［二段階論j,  I！とと；｝＇.if'_I ・, 対H：のi室長ij(土1iJ逆的であるのに，理論物腰学i'fJ認
；ミ｜結晶Jとの比較乞ftた〉てL、石。 1i~\\ J) ；＼巨＇~.リ'JU川上うに jド11J,!f,rt'0 t: c:レうにずぎtn・I
),';J！；.、j]，） 上う；三，武?iI f段15比：i;,1：とは i1・ 'l.1( ,'.1:', （仰〆トン）.，
が j欠〈／），いnf!~I；げを店長ぐ 'it}}{ i＇ふ， L:jど，／＇.C こ二む 1}l:1Jj所的l土いう山iよい、 ＇） たん ' 
む 1υJr'~I＇.出現象；八；!YJ ！立階， JJ!.';: </ > );i 1,;ik t_，♂i、め
るほ1~1、人ーゲ rしのい.·， j[瓦りlj的、l!H:¥01，λII ,-icJi ,!>f~ 
1;/j＇。
五二ハr~i;汗－ J rn:,1詰1Y J rt~r';, :1>2 ~f：点、，le' ＇二ふぜ二 F
'J~ I本i't.Jtc ¥_: );¥; 1 , こじ〉出iuJ）土i品（ご tって1見
r失のけ己i£が括主jlされど；）；liJl'l；モj'J，：、三 1
／レJ）＇，、.－） l'IT~：的＇！ !J出i 、 fur トi,・liジ，vとは？
ィ＇； :l )jミm .1,21山（i(Jjそ｜研， d’i;fi,., HI 1; f'l'Jil 
v>U、liJ/) 二、』H1 i' /'; HJ のも，l,iこいじる’見付与
υ）必然1'/,Jj'i[,'.出J;) ' ,: 'fJl r;, .' ! ，.）、；＼＼リヰ、；／，＼，~f「（ )tiりJL. /I', t与
一トン（t',J段i；出こj字し／二1i典力’・；：（！J,;:,1，；＇在itも土へも
,: ' ~- ¥ 1）シ rr j、！Jlfi'I-.Jな現象論的，｝g，；釦こもどるこ
と：t心い」（67ぺージ）といケ立 1・，しいが，この宇H
しり！I［＇免干か iJiXb.r¥: I ,;g、，；｛＼υ）琵／JI ／（く；＇.， 1,山一じ，（，）く：， 0 
¥Ji ,(j ft iiに行の次の文，~＇，＇をいぜ》，：：＿ いた、う ，；｛ Ivfので
ふん 7ヵ、 l；三 tハjぷ＇・ 1そJ4!うJ：的;rg、l滋j) l「tす主・，jど
うf仁之：，,n .': ' l、弓 HH二－lti:jt1・のでわ！仁く， 二び）
F 〔＇ Jj引析しIJ ）~fi：：りかえ l 亡 ，1U:,n でふ乙れ l11l
｝内jば山本政治i)）＇欠山時点、，・， tLh,f ') O)fJ.¥ 
＇＇；.：，／（，，；モ！て次正 1））奈がjfむと l)·＇） τ＇（「 である 1•1 ‘ 2 、
（！、t;ut欠lりしかなf<J:,し、派文のまま〉〈
れる句 ～ーう ！LJ八、 1徒同的、li)lUi, け1 unrl fur I :Ct子供の渡部'Jil可ji空（V-J，認；f［のj置がJI士）I,1J逆（l':JI 
トichのJ交階。 だというのはあ土でふれるように新よ’占のドゲマに
?r，（；はこの μ日行，；；~ Ch日＇！士1E，，えとし、ト、さか） iこえJ 過ぎないが， ごの陣内ドゲ JとIYl[Jに対立すらレ
して， lぜいゲノレ／1¥;iE；土山芯しさ広三、＇tii ト＇＇＂ , 、－ ＞，＇）こと Lfk 1J¥FTI L J ド》ドゲマをふり 11]-j点、
ル央i毘 1与ふ J三｜；比：削！神HI的なJ’ず立 l~fll山 i，＂己： i らぬわれた L、。
(70, 73·ζーりなどと jJl，；干しリ、るが， l~r!誌の批 武？村氏の 1l1fU16がモ沢東の認識論について「［•，＜＿＼
Jはかれがi日行；況をいかt斗 %併し -c＇，、るか合， j、十 性的必I訟の段階か （， ｝堅性的認識の段階への発展7)'
だけである。 一一無限にくりかえされたがら e 循環往仮す
たとえば新品には i自然の陪I;¥(!)J, 'A’げ！の IJ支 る，どして捉えられているj(/1 3）と；t;:v、fこ三どに
階」 （つまり日2;,IJY.対象） 段階）とそのは完γ ＼の必i三； ') L早仁 ＇.（Ji品はいう。
Lノワ発展「i出梓！とのiベ別さえ＇ ）カsわらしく（69ζ C jifjJ弔f:li反するのは人！Mio）認識 Fはなし、。 『’iミ
ザ），主fニ故以fl)/1, ・cl)L、う ・;t,J祭としての fl;,:,vJl l'~ 民・必；i：え ・ rWJ三時・汗認お』左いう， 「i常rJな人
階」 C＞例示（手川「 一胤nを ikf 分 fetc.) 
をl直九；こ主体的にと，－）え． 色沢哀のいう［出品形








新.i:oの言とはちが 1 て， 「循1iiJ：復Jと「市化一！
とは決して対立しない。実践を P，認識を Kとす
h：え実践 一認識の関係は




付司 日→lち ぅPa・・・， L→ K, , K3 ・…ーと莞銭
・溜識ともに「深化」しているのである。







































































ないJl' 6 ' ：ト r'77 ,f.itをよく戸どめた C)' トウフi工
ιり切れて 7ソパだけがのこってし、允、 という IL)
には，やiより つの示i'lである I' 7 1とい r イこ知ぴ）












る。なぜかc それは支と雑：革とは rIi＼， 、i二他を 1'
己円存在の前促とする』ということがないからで
ある し、U、治ミえれば， この対立は 1：＼，，、に『それ白
身の他者』ではなく、 f.＇、＇こ偶然的 iこ上せあ－ ）め
られたものだヵ、九であるι 毛沢東はちこの kらな
H.；合を jr,J一件がな＇， ',j と去現し口、 ζ、I（州～89
ページ）。





I'd L',の存在の前提iとしており， 互いに「それ 1'
J'.JO）他者！であるの変の俊｛な・雑佐山劣｛立は若との
劣｛、7・雑草山優位と相11：転｛ヒナるのであり， 1<可






























[ :' ~引は， 会’努1内示Jn,ni豆I央とみるべき Jニε！とレ
八九 L -~r 
. Jー」、ーヲ あき，，かi二， 矛后がより版本的で、 ！ぇ
¥JIH土， そのぼ映にすぎなし、， とし、うマルクス主ck
の思想を，Iミしごし、る I (98くージ）.， 戸 l正，2、のい一？”を：
とJ3して、 いりlj,I)背後に，’九：観U)f ！行iをみかけj、
Jギ 1、f斗 ι・1、＋、、 I人L v 、 とLi尺東；士；－t,》てし、る山／二 it仰へ
／、〕！ 新品J）解説をi虚じて E沢東山L、つごし白石こと
;JJ）泊、；l:, tくに 、；二で主、九九／J>, 
「矛盾刀、上 IJHi:本的で， ｜〈りl]it、そのJi日央；こJ
ぎなレ iどし、うの；士 「マルケス｝：詫び〉思想、 であ
7）うか E沢東がい｝たのは， H記念しり ., ) ,I) 
；，込山、： t九：観♂） -fin ( 事物j山人，う込いでよ，＇ I),
日）ムカペ、こそ矛「行でふる、 J.: L、－； ＿－＿と／二 t i iぺ日lj




イ日ljの背後に」 「械念山｜えーァて、 yト ,. ノ、 ＇ニ井、ムド ＼ ， 
らjlそのもグ7が矛府fニ」 とい〉てL、るのである 1
新日主／＇二「 I( 「 1~· 日 lj こそは手析であよら （；（宍1'.ct
！とヂj百）という l句はマルクスか九し」二二ン、とく
にスゲ－－ 1）ンを経た lift物弁説法；の九？？？：の帰結／ニリ
t-)., L、－， －－ト L、




〔104ページ）， 「｛:,jl」 と「矛店 lとの隠れ系i士， 新
店内論理♂）中ではIr-F き上くど「パ、うことにな〆〉
ているのであろうかr
)?i 5 •? 矛盾の普遍性にノ），、て
新品はモ沢東が「矛lr'i！ごとしている市！}iI を七
f「列挙！ し、 次に「分額iずるc






：与f';'.2 u〕引It, おrAliカ＼/pりi二 IJW論と実E長if,'!I ), 











は実質的に十！ Lid二転fヒ－~－るがち 第 li}）唱ではその
{,'Lit；：が人れかわるどけである i(127べージ） “イ，JO
山分｛（ヴ：” i}）正式λlこも以んらかの志：1.4とがあるかι



















;': I 0 
1、 j牢ei,l(7)、'.lifh . 1・1：伐の ｛!Jι／l





I Li'.［；こ~； I,•'.:" l 全実践の対象としてちi}J す ~l
' ［‘ 1守ラ t', T ,~, J>, p正、 p’がそ},t二fJ,L十llhiHl:
L ・t ! l:<l山上う；，.＿ :, <J .,
:r; 2 医！
/' k:1/QG'ノl,1;'111 ］、 Jl/¥'1t1グハ＇r:Jih
U-1: ,,~,f,:; !'/!,i命J川乱 J1里1ifui，日 ,fり旬、 g~r；，，：；匹り
［えf;I；、ふ Il],・ ／；、t＇ヒ.－， ；：、 カ＇／ Jて，＇） . )!1治びl,:JIザ
〈［ ：、、・， P:11•i'.: t v、仁ヤjを！伝して i ’u1;,;1.'ri't1l I 
. tli1 ~idヒ： /・ ／、； fでより〆J r ；：（呼1点、
H11i l: u~. ;J i イpj行J.＇＂、、｝レ T、 i'I.I n 1 ・J'?i' 
!. ,',; i} I_ . l、•＜JC' I/ 二，.＇） l: . ，八：j熱れそ十r! ,: ・；ー
I，／（、くしとHiIi 1V;{[:n i11'iJ1i；υ！［！ rむね1.(!;i L, ι／ャ L、
どう，；；~ < ，／）ぐかん「か
J；仁てご lハl：・） icわけで前 I,.1 l ＂，＇）と工ゴ（ハ n:1と
を｜く・，j!Jtーら l式Jえは立l恥を：i.:-,. i,in，，土；｝：に与； Iir;~ 
と子jヨt1itX店，nfrVWt,nしかた ！，-; t, J；λ .－1 ,t,いう，；
ケソを年」一日I~j C i Iく 「店 1C') 1~~ に J丸、 ζi工、対‘
,'[・4る［，Lji~IJ U1i J ＞消滅が真の解決i-I¥1味でJ.;:, J iし
かし， :.-nゴ（／） I日：二J川、てはそうでないづ理誌とだ
住民はと 1，；二消滅 Tることはありえないし‘ ｝、 fニm
i1をさ止ていふ「）ぶいJ (129 .：.ージ〉。これはとたな
んと L、うは定論である三と泊、－ Jli；命ど支は， I・｛， ど
！一－企
同dと・：二；'J、「） ／とし；j、i二「il'iJ点しf；、 L、〈’ FごしてJj建；！ J I ！ 
）主と五ミ ~7.., 帝1£1:J:；をとれIi民j出ご仁どitもとも rl!Wご史
的に発r主した 4，のであ＜） ＇、子 ;flfよかた 1・，ず＇. V!'liJ員




Ji~. でふ，’た i 、iカ、i'Vi
ぞ［－Ji[＼構浩l土げi滅し t.1:1. 、カ1、 -・,tの歴史f内u；左
そぴ＞ U占tfl＼；葎i萱l主必、す消減するのて、ある G
li'.dをに ・つ。 主Ii島元： i，し「矛，店一の普itl'i
えf:I，噌、υ）た「，， ，［；沢東のいう「事物（shiwi,)J とU:
1"f IJヘ , ·1q1'!JJ をし、かに正人えるべ予かを Eす／~·
fど） J ミユでふリよて。
T: ri t¥ i主要乎！円 il土5Paして A っか喝 これに
〆・」、ぐはすでに了1 .Iントを加え t・ ( IX？をみ
:; 7 i/ [,ij ・'iーとl＆詰＿，f,flの関係
こごでもまたがrt~r t泌よしを ,:f{,jiごいゐ。 I , ＞さ
L ,Jfi:k i t, :ti＇. ぴ入古：ilj.:cl) u'[,j ・'i’U!, ・l/i.l, 1, 
1!¥li{／＜（（・ 1ilt伝 1L；山7引iJ>l'I• 一1、＇i-性
レ 7、二，l，に J ）＼，＇て ιh，ζていふ iと；1：十一亡 (172ベー
ν） ':・ 〈も氾fl却をんらA）十。
L; J・：取はたしかにi司千七を二つOJ万味で｛む， ζ
いる＂ :f; I (:t －定の条件のもとでの「相lL依存で







r J、かり（，こく L、j ものではない。 I iく［この説明
がなぜわかりにくいか，どいう 2:' こ三で毛沢東
iJイ定., ・c＇、る『統一 j とL、う概念が， さきに定義
した『［，D-・rt：』という概念より範［Jがせま1‘、から




「毛沢東の，」つわかっていないj'.2 C) どlnli'i;,だかじ［μ］イtごの訂 l.乃豆；r士でふり，
物ifr: /}Q［こ:j]L、てど 1＇，える l論理を、4iWIかiぞと L、ぴ，i t ，、＜ ,'.i, ！ご立i':j:i九七ん＼、u卜、









－uH1 てで，•） f料、r：ん、 L
1 ' －.マ,c.jワ! ;, •• ' ,v, ,;i 










fjh＇.ヰ£i l 1If唱勺次1,/:・. ~ '・. I, j でそもi「ご；、るんλ吻
：こ ／， .・、／，、
，－い・－ . ')' .I' l、 C.', {,) 
」I 1~tXr X・ li' iこ＇） ，、て白，ii0,} 
ほ1't.J•JJ.: ｛仁 川 II {s¥: ( ( ,] ／出 1c' ,:j!'.J出
{; ：し＇Jj.1、1,stuドj伝 fl~







































:f・ J行iこ.j3' fる自1{'<'tM：とJl01:J¥(~-I , /・,1・:m）んゐいい一: t i I (i!'.1k'J戸ずご一 、＼ じ 」 H ＇・、’ f、，・ ，‘ 、 J ノ i ,. • I l‘、＂ノ
これに上>: ［／＇，山百合口約 ιL!(it JUまなじなL、
I・,., 二：.－ ,; ！と／.. I J こて；＇J・ 1 ・，；’Mぃi/t/, '1 :·,(,,•I 、
・' yの形態である三.＇・チ IJ‘h）〈紋けがr.1!f，，ドiび）！］.，＇：＇.＇）！｛； η：i l＇：こ凶 ijノ.' 亡、、三・，＂













































i 11i-lNJ I庁IYミf'J:1' J ! 'I vi I 1;'.!t iで,hiJ‘ ／ノI l7-1 ｛：二 ,l ; , ！－月三，＇.， .,; i ( t;1'(J ／，イ！！べ
t、，＇ .しふt
山 V 一一一’J－いι . ！~ 
r 、！ー－







tしn1. ｝レI C 京〔， l fir守 1i~J I 
「解説者た t',1，持i，〔bの，＼土 i.t t，がって、升＇r.C!）同lfj（取がここ
－戸
s 、LてL、と：， J!・C・rir, 士対象 l－ デlf1 
とと：二は ！.cじflt'['!Jfi・t:. t，を存ばせる lそilf，’土、1' 一ごl'r；二 I J¥l'.JUt'-J • t U{;:i't'.J」 と［tJi;j) pょっ／）；t、
[iミ東をl1l解していない 1fo/1¥l
方、jL i＇，が [flゐ（／）(t
「 t_1gt~u’〉｛やLiこ Ill ，たことでは（，、。
新r;；は森｛言Jiltの毛沢東批判に反批判している
行たんj とけが！弱るにすぎず，
! ＇い（ 199♂：－ ：）》:-.J}:!J,;) !1iJ ’rt 1 
と｜三引14るJ区、＇Z'.があ， j fてからな心fこり
以｜ごコ J '. 〆 ,1,,J にわたっては4乱した J台、 ！~ t'. J長
i,fl L，ヒうぺ， I. /il, ,T）繋却に手lj圭寸るハこのl品WJ!Oべ
1,i；－ γ，＇（i'iJ V〕{Y1J全ひ、いた出＊そピ）

















説にどわJ/, ；•うョら不要 fこったのでしt. /.( ＇，、，う‘をすみ
：，この －tm；ご Jし、て解説は：：：r；斐でムろう）
限法l[IJの｛列iではなくて」
弁Jil：泣傍点は新lib)。j三L、う（200ページ，てよ，〉と：， ! 性というとき山if充パと‘に，矛！百（1)i,;J-ti ＝統
もありはしなし、，も「部分法則jに r一tr誌良ilJとを新j；むが混［えしたたけび）こ土っ11工依了子＝
とたど ＿ ,)  （／）恨本法民！J＝矛盾の法則だけがある，
L、うのが E沢東の主張ではなか／〉たか。
7ラ
さて新日；土i欠に松村ー人・キ；！：'il{ ,1・iI 11lf~i 【；長・





















































































i敵 味)J，，〕イ？后が人民ri:1苦1(/) ,f l1に申立ifじするi
新品が，；1mして十とlt L、J ) fこ＼、何ごとであえ3かり










かに非敵対的な側面もある J / 
;';f,J）矛盾；土、
}jが負けるj と訳しているが，
卜の訳はすべてまんがいである。 e ・ E 『一勝一一敗』
とft，勝ったり敗けたりずることであるc
i土，人民内部の矛盾にも敵討的な側面があるかん
こオしは敵味方のイp屑になると。~，［＿IJ:!か 'c'j 合えな L ‘ならば，
中i斗語の用例を長Iる者なら誤訳のおこりょうのなくり j／ミしてL、う、人民1'.lfGの乎）巨fJl、八 v ¥_, /_  -' 
(263ページー 1'!rfiは新品）という cし、＇1iJで、あるji詩文i米｝jの員正ljま）；び）ーイイ(i'に和、｛ヒすることがあるか『




i;, I敵味）； c'l,f f百」はずでに
A 憂j均二「声：んだり悲しん／こり｜することでkコ令s、としてl巴.／1,'i jしてし、るか，－，t二






















もうは~/Pj -J ムオフ均 A＇）てし、なし、 jのである t
くり返していえば，




















































i土新島0）「矛）百OJ第 2型綿」に J，＼づくのであ D'
しかもその破産を示すものでしかない。
「一方が勝ったとき他方が負けるのは当り前す
ご令」と新島は1ぜ、うが 「）IまiJ i'J!jすきふことj 合
毛沢東は［矛盾」だといっているのである。；t;O)




IJ)'. f戦争的総体， 推動了浅争（Jづき展， fit：決了i政令
1't1I問題」〔q，種ノドラ 76ぺーゴ〉。
新島の「論弁」こそ， 「毛沢東にとづ℃iよし、し、
めL、わくである」 (265 ：ージ）といわなけれir !.: 
らないのではないか。
Cit 1 ) 式才； 'H「ニ L トン ｝J・/'.JJ)i；／えにつL、ぐ j
（『fr・訴訟の諸l:iJ脳Ji9収，｝軍刻版，効相，tH忍，19661ド〉。






主体性』 （育木間古， 1969年〕， 83ページ。
Ci.七三〕 J'( f二男， 97 ージ。
CU: 3) ,',l i I. 1fl'f')H畦ぷr'-: , : > L ］迂I市r』告J
U'n見.1曲』｜（川 ri 'i: t,1i r 1・然科γ・概罰金』， 1.,¥ 2 ｛主， ,:IJ 
’占，：' 1併均；， ), 182、 戸。＇ J L二戸 . t {I：γ！ 
,; I Jlにしたがう。
78 
( i.1 ) 約本~己『11（（物論と正体ti:，』（現代｝J.',i（＞品目，
1961 ;!), 234、→ジ。
(i.t 5) i'出光， 182ベーシ。
(ii 6) 森（；＼！；）（『'f.i!'.¥If （矛!it詣・実U1:告〉担t'f'U(JJ 
.r.ti:;,:, 1965'.iっ， 71ペジ。
en 1) 与／J( 'fl I ｛，；解説『己沢東山矛！丹治』（J'I＇治i//, 























































































料島はi欠に 'f'Jミ践論』 の論理を検討する。 ニオL
がまた混乱した議論である。新島の『実践論』理
解J）問題点にてル、ては次の；12卒のコ Jよ／トでく































































(144, 145ページ）。 認識が実践の 「形定されるJ
態」である， とはいかなる意味か。実践はそれ自


























新島は主た「実践 泌識 i可：；た日＼： jの公式
i t「f：住 認識ーーー存在jの公式とは「決定的
己主f立する」にどと強調してし、るが (146～147へと－














新島は＇I:ずヱンう＇＂ ζ び〉『ブ tf～J 1［..パ、ソハ論』












,1) 1. ,・ J士、 ! ,.1 l i./1み・f/J、らで.） くり、 ~2:t しを，










































て把持せず、主体的に把握しなか 3 たことである t



























かだちさせられているj のである C : ~、る j とれ、
なL、」とではまるで正1x:crではないか。
シ 11をケ＼：！と L〆、
L←一二ン U） 『i惟物論と祥一験J此判論』にもむけらjl 
るO i Iく「1 ンゲルスに！ら！けられたさ 3の私の非






If~.；；品1 全第 2 の反映，iilii とよぶυ マルクス主義の『反
i妙：，命Jとはおどの！えH央＂命 ＆：.f長すのであって，第 i
ス円く「われわれは， 現た ｝）ポ：内企絶対流J言、山ん ,n反映論ではなしづ（175ページ）。
れこれの段階の間像ど解ずるか,lJ :.1に， ；，f;1.二、」 ) 新品lt I二つの反映論jなる新，;flを挺i起したわ
れわれの頭νりなかのほ2をτふたたび唯物論的に‘ けだが， 、_lH去のことながらすべて無内容である。





t－＇なわ h「l然の発展eれしかたが TJf,;1U.l：、1（内々 ι て， ・.( jl.,ケスらは社会・歴史をとも唯物論的iこ解釈
のでなければならぬ， というわけ／ムノ、ーゲノしの し／ι二点にιするの／…




めの部分を引用していう c 「γ ！~＇ ヲスは ., ＇、pでf'{'. 
ふる自然の反映と L、－，たのでは／（くて‘ 『現実に
"f,＇到して，，、る人｜町内現実円生活 i岳民』の反映だと







いっ IJ分（＇〕； ;1,：し／ょ t，，がし、と！也人の；，fcみわがいとは、
；上っきり r,(1j1Jし／cければなるま L二
新島の！出惇はとどまるとこ人を士j]らずτ ／内、に
；土＇？ ，，，ケスの限界了主で論ずる， H <, Itこが，）12 
J)課題f二J ，＇，、ご IJ:-7 ,t, ワスit J ル、にあきらかに十
ること合しなかったc － 実践と認識の関係の形
式出 どういう実践が正しく，どう L、う文民が
t t, ti~ ってし、るのか、 どういうだ践からE：しレ足、
昨~／）：生七れるじ＇）か， どう」、う支店から［日しくなし、
思'ilが午 .tれるのか、 i並にどろいう，＼~·Iii が［！今しい
たtQjとi三む，nIJヘ どういう思｛官はf.しく与し・：tミ民
全生むのか、 とレったことは何ーづIi月らかにされ
なか〉た。 十 L、かえれば第 2の反映誌はまfニ不完































































































































































































































































enことであお j: : 3 ：，という 1'町内宗主をす’たとし




220－~ー〆九新日に土れ；f 仁ンゲ 1, -, :J 「 ＇.＇：｛~ 2 n 










とお主かえ， bJ；ちKのL、う，－{l,Eji (zu, ,y 
i：薪j計），：し『 ,tf 1~· ,/1 力の比較，；＼ f正J / hる七 ι）全，／：：
zもる






つぎに社会（ハはあいハ無数の何人／）無数しI ）.－~ -i: 












































































「自己批判lをする J どが，不幸／ιことに，誤 IJ
88 
は改められるのではなし拡大再生産されている n
















υl)¥)jが！五i家権力のH格にjfi、応してお t)' } i 















































汗定すへきだと思う I(241 J 、ージ＼，
労働ljf'I•階級陛民族ブノレグ 1 ア階級との階級闘争ふ tし式二足；.v、J ）き（／）何島ItI当縄！＇I縛に1,竹J'，ご，.
これは「ニ者択一・」なんかではあ と把握した点を屯沢東が「人民内部の階級闘争Jだ司が，ために。




















































民族プ／し〆 iγ階級を 被支配階級なの／二， と
いうことを露骨に言わないJ(247ページ〉ことが












I: 11 fr f『1r,;E it山札，i'＼』（本米村， 1963
en: z) ['i，↓，；＋ ,F全q：』（X, 2ぶ 現 代｝／，＿＼，；， 灯、 1963
4ミ）， gベ」ジ以下， およか ~/f,/j配節T縦『可否史そ：J ：イ4:l'IJ,
98～99ベージを見よ。
(it 3) 勺ノレタス・エンゲノレス子・，，，在rt:市，lf?rドイ



































K の正しさを検』読するものが実践 Y であること
（誠二三真理），認成 K は実賎 P＇を経て認識 K'／、
発展すること（発展真理）を述べている。
(3）「従感性認識而能動地発展到理性認識j。認識










































































































われわわ；t ' i：践論』の論Jq！にもある限界た t,{H¥
さなければならないのである J その限界とはfiJかf
毛沢東自身に諮らせよう。






































































界であるJ だめ＇，毛沢東にせよ， Tた践ぷu：を i/,f・ 


































践に対応するKが， それぞれ生産闘争の知識 K1• 
階級闘争山知識 iむ・ βJl論としての件学（実験） Ka 
と1；：ることはu、ろま℃もなレであf》う Q こうして
実践と認識との関係は， より具体的にみれば Pi-→




















































フ イ り ピ ン
一経済と投資環境森村勝繍












IV業主主男lj企業別本ぷ (1）食品工業 (2）繊維工業 (3）木材・紙・
家具製造業 (4）化学工業 (5）石油製品製造業 (6）ゴム製品重量造
業（7）皮革工業（8）窯業（9）鉄録業側非鉄金属工業制金属
製品野造業同機械製造業帥電気機械器具製造業同輸送用
緩械製造業師その他の製造業同非製造業
